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二

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
晩
年
の
田
辺
元
が
歴
史
主
義
克
服
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
「
歴
史
的
理
性
批
判
（K

ritik der historischen 
Vernunft

）」
の
試
み
を
考
察
し
、
彼
独
自
の
「
歴
史
主
義
」
の
立
場
と
そ
の
思
索
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

哲
学
史
上
著
名
な
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
に
よ
っ
て
歴
史
主
義
の
克
服
に
取
り
組
ん
だ
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ

ル
タ
イ
と
の
「
重
ね
読
み
」
を
試
み
る
）
1
（

。
ま
た
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
生
」「
生
と
死
」「
時
間
」
概
念
等
の
比
較
・
検
討
を
踏
ま
え
て
、

田
辺
哲
学
に
お
け
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
及
び
彼
の
哲
学
体
系
化
の
試
み
の
歴
史
的
及
び
今
日
的
意
義
を
探
究
す
る
。

一　
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
と
そ
の
継
承

（
一
）
本
稿
の
狙
い
と
考
察
方
法

　

周
知
の
よ
う
に
、田
辺
元（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ（W

ilhelm
 D

ilthey,

一
八
三
三
―
一
九
一
一
）は
、
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二

カ
ン
ト
哲
学
か
ら
示
唆
を
受
け
、
彼
の
理
性
批
判
を
批
判
す
る
中
で
独
自
の
哲
学
を
構
築
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
超

克
の
試
み
と
し
て
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
田
辺
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

を
試
み
た
。
だ
が
、
こ
の
事
実
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

に
着
目
し
て
、
両
哲
学
の
「
重
ね
読
み
」
を
試
み
る
。

　

こ
の
方
法
を
採
用
す
る
第
一
の
理
由
は
、
哲
学
史
的
観
点
か
ら
両
哲
学
を
読
み
直
す
た
め
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
田
辺
は
ヘ
ー
ゲ

ル
と
の
対
決
か
ら
弁
証
法
を
駆
使
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
を
「
ヘ
ー
ゲ
ル
化
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
」
と
し
て
評
価
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
も
、
ヘ
ー

ゲ
ル
か
ら
独
自
の「
客
観
的
精
神
」「
生
の
客
観
態（die O
bjektivation des Lebens

）」を
批
判
的
に
継
承
し
自
身
の
解
釈
学
に
活
用
し
た
。

要
す
る
に
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
自
身
の
哲
学
構
築
に
利
用
し
て
「
歴
史
主
義
の
時
代
」（
十
二
：
二
五
二
「
数
理
の

歴
史
主
義
展
開
」）
に
歴
史
主
義
の
克
服
ま
た
は
徹
底
に
よ
る
克
服
を
試
み
た
。
筆
者
は
、
こ
の
事
実
に
着
目
し
て
彼
ら
の
「
歴
史
的
理

性
批
判
」
の
重
ね
読
み
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
第
二
の
理
由
は
、
哲
学
を
取
り
巻
く
歴
史
的
現
実
に
根
差
し
て
い
る
。
哲
学
の
現
場
で
は
、
理
性
中
心
主
義
、
西
洋
中
心
主
義
、

自
文
化
中
心
主
義
的
で
男
性
中
心
主
義
的
な
思
考
の
問
題
や
制
限
等
が
指
摘
さ
れ
、自
然
科
学
偏
重
の
「
文
系
学
問
の
不
要
論
」
等
に
よ
っ

て
、「
哲
学
研
究
」
の
存
在
根
拠
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
が
教
育
研
究
の
在
り
方
を
変
質
さ
せ
、「
医
療
の
政
治
化
」
や
「
ト

リ
ア
ー
ジ
（triage

）」
等
が
生
の
意
味
と
生
命
の
質
を
脅
か
し
て
い
る
）
2
（

。
他
方
、「
人
新
世
（A

nthropocene

）」
の
時
代
は
哲
学
の

新
た
な
役
割
を
求
め
て
い
る
）
3
（

。
こ
の
歴
史
の
転
換
期
に
、
田
辺
や
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
積
極

的
意
味
を
も
ち
う
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
疑
問
は
彼
ら
の
時
代
の
哲
学
的
課
題
、
思
索
の
在
り
方
等
の
間
に
生
じ
た
「
ズ

レ
」（「
へ
だ
た
り
」D

istanz

）
に
触
れ
る
こ
と
を
強
い
る
）
4
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
言
及
す
る
こ
と
か
ら
議
論
を
開
始
す
る
。
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（
二
）
哲
学
的
思
索
と
「
人
間
理
性
の
不
可
避
の
運
命
」

　

上
記
の
重
ね
読
み
は
、
哲
学
的
言
語
や
諸
学
問
の
意
味
・
表
現
・
理
解
の
「
ズ
レ
」
を
生
じ
、
そ
れ
が
哲
学
に
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
さ
せ
る
。
こ
の「
ズ
レ
」は
、哲
学
的
思
考
に
お
け
る
言
語
の
貧
困
と
い
う
事
態
と
共
に
言
語
表
現
と
そ
の
理
解
等
を
妨
げ
て
き
た
。

　

本
稿
の
主
題
に
限
っ
て
み
て
も
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
間
に
は
、
あ
る
種
の
共
通
性
と
異
質
性
が
介
在
し
、
そ
れ
が
両
者
の
関
係

理
解
を
困
難
に
さ
せ
て
お
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
を
め
ぐ
る
問
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。『
哲
学
通
論
』
で
は
、
デ
ィ

ル
タ
イ
解
釈
学
が
生
を
超
え
る
超
越
的
な
も
の
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の
理
由
で
批
判
さ
れ
、「
種
の
論
理
」
の
諸
論
考
以
降
、

田
辺
は
デ
ィ
ル
タ
イ
に
殆
ど
言
及
し
な
く
な
る
）
5
（

。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に

つ
い
て
語
る
こ
と
に
積
極
的
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
晩
年
の
田
辺
は
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
言
及
す
る
際
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
名
を
挙
げ
ず
「
歴
史
の
正
し
き
理
解
こ
そ
、
い
は
ゆ

る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
属
し
、
歴
史
主
義
の
確
立
た
る
の
で
あ
る
」（
十
二
：
三
五
六
「
理
論
物
理
学
新
方
法
論
提
説
」）
と
述
べ
た
。

田
辺
研
究
の
文
脈
に
即
し
て
言
え
ば
、
田
辺
の
「
歴
史
の
正
し
き
理
解
」
と
は
何
か
。
歴
史
の
正
し
き
理
解
こ
そ
い
は
ゆ
る
「
歴
史
的
理

性
批
判
」
に
属
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
こ
れ
ら
と
「
歴
史
主
義
の
確
立
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
等
の
疑
問
が
生
じ

る
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
解
答
す
る
こ
と
は
筆
者
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
が
、
田
辺
哲
学
と
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
と
の
間
に
「
あ
る
類
比
的
関

係
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
可
能
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、「
い
は
ゆ
る
」
と
い
う
文
言
の
詮
索
を
差
し
当
た
り
エ
ポ
ケ
ー
し
て
本
題
に
進
む
こ
と
に
す
る
。
筆
者
は
、「
歴
史
的
理
性

批
判
」
を
め
ぐ
る
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
比
較
研
究
が
目
的
で
は
な
く
、
従
来
の
哲
学
史
で
隠
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
の
諸
側
面
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
新
た
な
解
釈
と
今
日
的
意
義
の
探
究
を
目
指
す
。
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（
三
）
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
予
備
的
理
解

　

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
際
、
一
八
八
五
年
生
れ
の
田
辺
と
一
八
三
三
年
生
れ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
世
代
の
相
違
及
び
日
本
と
ド
イ
ツ
と

の
間
の
歴
史
的
現
実
の
相
違
に
よ
る
学
問
状
況
の「
ズ
レ
」と
課
題
の
把
握
か
ら
生
じ
る「
ズ
レ
」に
直
面
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、田
辺
は
、

デ
ィ
ル
タ
イ
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
新
カ
ン
ト
学
派
と
対
決
し
た
西
田
幾
多
郎
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
師
事
し
、
留
学
後
、

彼
の
哲
学
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
た
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
の
田
辺
の
諸
論
考
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
代
表
さ
れ
る
「
学
と
し
て
の

哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
学
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。

　

実
は
、
晩
年
の
デ
ィ
ル
タ
イ
も
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
と
の
統
合
の
た
め
に
格
闘
し
た
。
彼
の
次
の
世
代
に
属
す
る

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
生
の
哲
学
」
を
新
た
な
存
在
論
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と

試
み
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
主
題
も
、
こ
の
点
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
田
辺
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
一

面
的
な
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
か
ら
出
発
し
た
事
態
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
）
6
（

。

　

生
と
学
の
乖
離
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
哲
学
研
究
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
「
不
可
避
の
運
命
」
と
言
う
べ
き
事
態
で
あ
る
。
筆
者
も

ま
た
、
こ
の
運
命
か
ら
免
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、
哲
学
的
言
語
に
関
わ
る
「
ズ
レ
」
に
制
約
さ
れ
た
思
索
の
「
渦
流
」
に
身
を
投

ず
る
こ
と
に
す
る
。

　

最
初
の
試
み
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
の
問
題
意
識
の
共
通
性
を
簡
略
に
図
式
化
し
て
み
た
い
。
彼
ら
の
共
通
課
題
は
、
歴
史
的

社
会
的
現
実
の
中
で
自
然
科
学
と
精
神
科
学
に
目
配
り
し
、
学
問
の
自
然
主
義
化
に
危
機
感
を
抱
き
、
そ
れ
を
批
判
し
両
者
の
境
界
設
定

と
総
合
の
試
み
に
腐
心
し
た
点
に
あ
る
。
彼
ら
は
現
代
的
文
脈
か
ら
見
て
も
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
た
。
第
一
に
、
人
間
精
神
の
自
然

主
義
化
や「
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト（enhancem

ent

）」が
進
む
今
日
、先
見
性
の
あ
る
批
判
的
見
解
を
生
み
出
し
た
。
第
二
に
、ハ
イ
デ
ガ
ー
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と
は
異
な
り
、
彼
ら
は
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
密
接
な
関
係
を
深
く
考
究
し
た
。
田
辺
の
人
文
・
社
会
・
自
然
の
諸
科
学
に
関
す
る

見
解
は
、
科
学
の
偏
向
し
た
趨
勢
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
科
学
と
宗
教
と
の
密
接
な
関
係
を
論
じ
た
点
で
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
科
学
批
判
の
試

み
と
見
ら
れ
る
。
第
三
に
、
彼
ら
二
人
は
「
哲
学
と
詩
と
宗
教
」
の
問
題
に
沈
潜
し
た
。
田
辺
に
お
け
る
哲
学
・
詩
芸
術
・
宗
教
の
不
可

分
の
関
係
考
察
は
、
芸
術
や
宗
教
的
体
験
を
重
視
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
と
も
共
有
す
る
論
点
で
あ
っ
た
）
7
（

。
第
四
に
、
両
哲
学
の
営
み
は
、

独
自
の
立
場
か
ら
歴
史
意
識
に
貫
か
れ
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
の
表
現
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
宗
教
的
体
験
と
解
釈
学
と

の
統
合
を
企
て
、
田
辺
は
「
理
性
の
運
命
た
る
絶
対
批
判
」（
九
：
五
十
一
）
と
し
て
の
「
理
性
の
全
体
の
徹
底
的
な
る
批
判
」
に
お
け
る

懺
悔
道
に
よ
る
理
性
批
判
及
び
主
体
主
義
の
解
体
と
新
た
な
哲
学
の
「
復
活
」
の
道
を
進
ん
だ
。

　

以
上
の
暫
定
的
な
理
解
を
踏
ま
え
て
、
次
に
田
辺
の
歴
史
理
解
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
の
関
係
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。

二　

田
辺
哲
学
に
お
け
る
歴
史
理
解
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

（
一
）
晩
年
の
田
辺
の
歴
史
理
解
と
下
村
説
の
検
討

　

田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
理
解
に
着
眼
す
る
と
き
、
歴
史
意
識
、
歴
史
的
生
、
客
観
的
精
神
等
を
め
ぐ
る
親
近
性
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
田
辺
は
「「
カ
ン
ト
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
」
が
同
時
に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
カ
ン
ト
へ
」
を
伴
ひ
、
此
正
反
対
な
る
両
方
向
の
綜

合
一
致
と
し
て
始
め
て
哲
学
の
具
体
的
な
る
立
脚
地
が
獲
得
せ
ら
れ
る
こ
と
」（
三
：
一
三
四
）
を
主
張
し
た
）
8
（

。
ま
た
田
辺
は
、「
歴
史

的
精
神
生
活
の
言
語
的
表
現
を
通
し
て
の
自
己
解
釈
の
立
場
」
か
ら
デ
ィ
ル
タ
イ
的
な
理
解
の
解
釈
に
向
か
い
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
哲

学
は
弁
証
法
の
論
理
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
了
解
の
立
場
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
今
日
重
要
な
る
意
義
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
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デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
の
哲
学
に
近
づ
く
こ
と
に
外
な
る
ま
い
」（
三
：
三
三
三
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
」）
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
親
近
性

を
示
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
と
の
間
に
は
、
歴
史
主
義
の
理
解
に
「
ズ
レ
」
が
あ
る
。
晩
年
の
田
辺
は
「
自
然
も
実
は
歴
史
的
で

あ
る
」（
九
：
四
十
四
）
と
看
破
し
、「
歴
史
は
ま
さ
に
客
観
即
主
観
、
主
観
即
客
観
で
あ
る
」（
十
二
：
二
七
一
「
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
」）、

と
主
張
し
た
）
9
（

。
田
辺
に
よ
れ
ば
、歴
史
的
世
界
は
伝
統
と
革
新
と
の
交
互
制
約
で
あ
り
、歴
史
的
実
践
は
自
由
を
実
現
す
る
働
き
で
あ
っ

た
。
他
方
で
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
は
異
な
り
、
こ
の
見
解
に
依
拠
し
て
「
二
律
背
反
突
破
の
方
法
と
し
て
の
歴
史
主
義
」
の
立
場
を

採
用
す
る
。

　
「
理
論
物
理
学
新
方
法
論
提
説
」
掲
載
の
『
全
集
』
第
一
二
巻
の
解
説
者
・
下
村
寅
太
郎
に
よ
れ
ば
、
本
論
考
は
「
田
邊
哲
学
最
後
の

境
地
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
」（
十
二
：
四
一
七
）。
斯
学
の
門
外
漢
の
筆
者
に
は
、「
相
対
性
理
論
と
量
子
論
と
の
結
合
」
と
い

う
課
題
と
新
方
法
の
提
説
を
批
評
す
る
能
力
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
提
説
の
前
提
に
あ
る
「
歴
史
主
義
」
及
び
「
生
と
時
間
」
の
関
係

を
手
掛
か
り
に
し
て
、
従
来
の
田
辺
研
究
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
上
記
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
へ
の
道
筋
を
示
し
て
み
た
い
。

　

最
初
に
、
田
辺
に
よ
る
歴
史
主
義
の
主
張
を
確
認
す
る
。
田
辺
は
、
常
識
的
独
断
的
な
自
然
主
義
の
立
場
が
歴
史
の
自
然
主
義
的
単
純

延
長
観
に
依
拠
し
て
、
現
在
か
ら
未
来
に
わ
た
る
歴
史
の
発
展
に
つ
い
て
既
存
的
過
去
を
因
果
的
に
規
定
す
る
見
解
と
し
て
批
判
す
る
。

他
方
、
田
辺
は
、
こ
の
立
場
を
改
め
る
歴
史
の
正
し
き
理
解
こ
そ
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
属
し
、
歴
史
主
義
の
確
立
た
る
の
で
あ
る
、

と
表
明
し
た
。
ま
た
田
辺
は
、
歴
史
を
各
現
在
の
転
換
行
為
的
中
心
に
成
立
す
る
歴
史
主
義
の
自
覚
に
立
っ
て
、「
過
去
が
現
在
を
通
じ

て
未
来
を
規
定
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
未
来
の
革
新
的
動
機
が
過
去
を
そ
の
否
定
契
機
と
し
て
媒
介
し
そ
の
意
味
を
更
新
す
る
交
互
循
環

的
渦
動
を
、
か
の
水
流
的
延
長
に
結
合
統
一
し
て
、
循
環
即
進
行
、
進
行
即
循
環
の
渦
流
を
成
す
こ
と
こ
そ
、
ま
さ
に
歴
史
の
本
質
的
構

造
で
あ
る
」（
十
二
：
三
五
六
―
三
五
七
）、
と
自
身
の
歴
史
主
義
の
立
場
と
そ
の
狙
い
を
繰
り
返
し
た
。
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（
二
）
田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
射
程

　

上
記
の
引
用
文
で
は
難
解
な
議
論
が
続
く
が
、
本
稿
の
主
題
に
沿
っ
て
田
辺
の
主
要
論
点
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
①
田
辺
は
自
然
科
学
主
義
隆
盛
の
時
期
に
、歴
史
、人
間
、時
間
等
の
自
然
主
義
化
を
防
ご
う
と
し
た
。
②
田
辺
は
、そ
の
試
み
を
「
歴

史
的
理
性
批
判
に
属
す
る
」
と
見
な
し
た
。
そ
れ
は
、
歴
史
実
証
主
義
で
も
、
歴
史
相
対
主
義
で
も
な
い
彼
固
有
の
歴
史
主
義
に
依
拠
し

て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
媒
介
的
な
交
互
循
環
的
渦
動
の
う
ち
に
歴
史
の
本
質
を
見
出
そ
う
と
す
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
で

あ
る
。
③
こ
の
試
み
は
、
上
記
論
考
で
は
自
然
科
学
、
と
り
わ
け
最
先
端
の
理
論
物
理
学
に
対
す
る
科
学
批
判
と
し
て
機
能
す
る
。
④
こ

の
試
み
は
、
同
時
に
、
自
然
科
学
・
哲
学
・
文
学
等
の
諸
学
問
に
あ
ま
ね
く
妥
当
す
る
。
⑤
田
辺
は
、
こ
う
し
た
総
合
学
的
な
知
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
象
徴
的
に
「
交
互
循
環
的
渦
動
」
と
表
現
し
た
。
⑥
こ
の
営
み
は
、
宗
教
的
体
験
を
含
む
人
文
・
社
会
・
自
然
の
全
領
域
に

通
底
す
る
「
歴
史
主
義
的
時
間
」（
十
二
：
三
六
四
）
に
貫
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
田
辺
は
、
本
論
考
を
締
め
く
く
る
論
述
で
こ
う
語
っ
た
。「
現
代
文
学
の
特
徴
が
、
詩
と
評
論
と
の
融
合
せ
ら
れ
、
文
学
と
哲

学
と
の
総
合
せ
ら
れ
る
点
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
如
く
、
科
学
に
於
て
も
哲
学
と
の
媒
介
が
顕
著
と
な
り
﹇
…
﹈
現
代
の
一
般
的
特
徴
た

る
歴
史
主
義
の
浸
透
が
、
文
学
に
も
科
学
に
も
ま
た
哲
学
に
も
、
行
き
亙
る
こ
と
の
証
左
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
思
は
れ
る
」（
十
二
：

三
六
七
―
三
六
八
。
一
九
五
五
年
一
月
六
日
脱
稿
）。
⑦
こ
の
引
用
文
で
は
、
文
学
・
哲
学
・
自
然
科
学
に
お
け
る
歴
史
主
義
の
浸
透
の

動
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
カ
ン
ト
的
な
理
性
批
判
の
批
判
的
継
承
か
ら
出
発
し
て
、「
カ
ン
ト
の
批
判
の
道
を
辿
っ
て
﹇
…
﹈
人
間
精
神

の
経
験
科
学
を
根
拠
づ
け
る
」（G

S:V
27

）
試
み
に
着
手
し
、
や
が
て
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
「
客
観
態
」
の
概
念
の
着
想
に
至
っ
た
が
、
最
後

ま
で
「
歴
史
的
理
性
批
判
の
構
想
」
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。
ま
た
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
に
は
、
こ
の
批
判
と
結
び
つ
い
た
「
カ
ン
ト
の
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所
謂
実
践
理
性
の
優
先
﹇
位
﹈
性
」（
二
：
三
五
六
）
の
思
想
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
理
論
と
実
践
の
統
一
的
観
点
を
保
持
し
よ
う
と
努
め

た
）
10
（

。
次
に
本
稿
で
は
、
上
記
の
①
か
ら
⑦
ま
で
の
見
解
が
デ
ィ
ル
タ
イ
に
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

三　

デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
構
想

（
一
）『
精
神
科
学
序
説
』
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

　

最
初
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
構
想
を
考
察
し
、
次
に
最
晩
年
の
田
辺
の
諸
論
考
、
特
に
文
学
的
・
哲
学
的
・
社

会
科
学
的
論
考
と
の
比
較
対
照
を
試
み
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
か
つ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
務
め
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
哲
学
教
授
職
に
ヘ
ル
マ
ン
・

ロ
ッ
ツ
ェ
の
後
任
と
し
て
一
八
八
二
年
に
着
任
し
、主
著『
精
神
科
学
序
説
』第
一
巻
を
翌
年
刊
行
す
る
。
そ
の「
序
言
」の
前
に
、ヨ
ル
ク
・

フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
伯
（G
raf  Paul York von W

artenburg, 

一
八
三
五
―
九
七
）
の
名
を
掲
げ
て
、こ
の
書
を
彼
に
捧
げ
た
。

　
「
私
は
あ
な
た
に
本
書
の
計
画
を
申
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
大
胆
に
も
本
書
を
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
名
づ

け
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。﹇
…
﹈
変
わ
ら
ぬ
友
情
の
あ
か
し
と
し
て
本
書
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」（G

S:I 
IX

）。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
書
で
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
よ
り
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
が
可
能
と
考
え
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
論
述
と
体

系
化
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
課
題
は
、
晩
年
の
『
精
神
科
学
に
お
け
る
歴
史
的
世
界
の
構
成
』（
一
九
〇
一
）
及
び
『
精
神
科
学

に
お
け
る
歴
史
的
世
界
の
構
成　

歴
史
的
理
性
批
判
の
た
め
の
構
想
の
草
稿
』
で
論
じ
ら
れ
た
が
、
体
系
化
の
構
想
は
遺
稿
『
精
神
科
学

序
説
』
第
二
巻
の
刊
行
（
一
九
八
二
）
ま
で
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
弟
子
た
ち
か
ら
「
謎
の
老
人
」
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
ん
で
も
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あ
る
）
11
（

。

　

次
に
、
彼
が
構
想
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
生
誕
七
〇
歳
（
一
九
〇
三
）
の
記

念
講
演
で
自
身
が
取
り
組
ん
だ
研
究
を
回
顧
し
て
、「
歴
史
意
識
の
本
質
と
条
件
を
探
究
す
る-

歴
史
的
理
性
批
判
を
企
て
て
き
た
」

（G
S:V

9

）
と
述
べ
た
。
こ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
根
本
的
転
換
と
も
評
さ
れ
る
が
、
こ
の
概
念
の
正
確

な
理
解
に
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
取
り
組
ん
だ
課
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
主
要
な
論
点
を
集
約
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
第
一
に
、
カ
ン
ト
哲
学
と
新
カ
ン
ト
学
派
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
特
に
重
要
な
の
は
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
等
の
自
然
科
学
者
の
影

響
で
あ
る
。
第
二
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
学
生
時
代
に
薫
陶
を
受
け
た
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ッ
ク
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

モ
ム
ゼ
ン
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
、
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ト
レ
ン
デ
レ
ン
ブ
ル
ク
等
の
歴
史
学
派
の
影
響
が
大
き
い
。
だ
が
、

彼
は
、
歴
史
学
派
が
新
た
な
基
礎
づ
け
を
持
た
な
い
限
り
相
対
主
義
に
陥
る
危
険
性
を
自
覚
し
、
歴
史
実
証
主
義
、
歴
史
相
対
主
義
に
反

対
し
て
、
そ
の
克
服
を
試
み
た
）
12
（

。
第
三
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
精
神
世
界
と
そ
の
探
究
の
場
を
経
験
科
学
の
連
関
に
求
め
た
。
し
か
も
精

神
現
象
を
帰
納
や
演
繹
の
方
法
に
還
元
す
る
自
然
主
義
に
反
対
し
、
経
験
主
義
、
懐
疑
主
義
、
非
合
理
主
義
と
も
異
な
る
「
経
験
の
立
場
」

に
よ
る
哲
学
（G

S:I81

）
を
主
張
し
た
。
第
四
に
、
彼
は
、
人
間
の
内
的
経
験
が
歴
史
的
社
会
的
経
験
と
不
可
分
で
あ
り
、
こ
の
経
験

の
把
握
に
は
内
的
経
験
の
理
解
可
能
性
が
前
提
さ
れ
る
と
見
た
。
第
五
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
主
要
課
題
は
、
自
然
科
学
か
ら
方
法
的
に
独

立
し
、
包
括
的
で
普
遍
的
な
精
神
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
に
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
は
、
最
先
端
の
自
然
・
人
文
・
社
会
科
学
等
知
の

全
領
域
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
摂
取
し
よ
う
と
し
た
。
従
来
の
デ
ィ
ル
タ
イ
像
が
、
解
釈
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
生
理
学
や
心
理
学

へ
の
取
り
組
み
が
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
附
言
し
て
お
く
）
13
（

。

　

さ
ら
に
デ
ィ
ル
タ
イ
晩
年
の
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
を
意
図
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
内
実
を
整
理
す
れ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
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第
一
に
、
歴
史
的
世
界
は
「
歴
史
的
生
の
体
験
と
表
現
」
の
場
で
あ
り
、
こ
れ
が
す
べ
て
の
認
識
作
用
に
先
行
す
る
。
第
二
に
、
デ
ィ

ル
タ
イ
が
主
張
す
る
「
理
性
」
は
、
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
、
時
代
や
社
会
環
境
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
純
粋
な
理
性
で
は
あ
り
え
な

い
。
第
三
に
、歴
史
的
理
性
は
、社
会
的
・
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
つ
つ
、歴
史
的
世
界
に
お
け
る
経
験
や
学
問
的
経
験
に
よ
っ
て
吟
味
・

反
省
・
修
正
さ
れ
補
足
さ
れ
る
。
同
時
に
歴
史
的
理
性
は
、
こ
の
依
存
性
を
自
覚
的
に
批
判
し
原
理
や
規
則
を
批
判
的
に
補
足
す
る
主
体

的
な
働
き
で
も
あ
る
。
第
四
に
、
こ
の
理
性
は
、
歴
史
的
過
程
の
理
解
を
目
指
す
と
と
も
に
、
歴
史
的
認
識
の
可
能
性
や
課
題
を
明
示
す

べ
き
批
判
の
対
象
で
も
あ
る
。
第
五
に
、
こ
の
理
性
批
判
は
、
個
別
学
問
や
哲
学
的
研
究
の
自
己
反
省
で
あ
り
、
意
欲
し
・
感
じ
・
表
象

す
る
歴
史
的
生
の
構
造
全
体
の
解
明
に
向
け
ら
れ
、
理
論
と
実
践
の
新
た
な
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
歴
史
的
理
性

批
判
」
の
考
察
の
範
囲
と
対
象
は
、
精
神
諸
科
学
の
全
領
域
に
及
ぶ
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
言
語
、
道
徳
、
法
律
、
政
治
、
経
済
等
だ
け
で

な
く
、
普
遍
と
個
別
と
の
間
に
位
置
す
る
類
型
と
し
て
個
性
を
描
く
伝
記
や
小
説
等
文
学
・
詩
学
か
ら
音
楽
等
芸
術
全
般
、
宗
教
等
に
わ

た
り
考
察
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
）
14
（

。

　

要
す
る
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
よ
っ
て
精
神
諸
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
を
企
図
し
た
。
留
意
す
べ
き
は
、

こ
の
基
礎
づ
け
が
『
精
神
科
学
序
説　

第
一
巻
』（
一
八
八
三
）
を
含
む
中
期
の
心
理
学
的
基
礎
づ
け
か
ら
、『
解
釈
学
の
成
立
』（
一
九
〇
〇
）

以
後
の
解
釈
学
的
基
礎
づ
け
へ
と
変
化
し
た
点
で
あ
る
）
15
（

。
因
み
に
、
田
辺
の
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
は
、
ほ
ぼ
解
釈
学
の
成
立
以
降
の
時
期

に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
近
年
の
研
究
者
に
よ
る
精
神
諸
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
と
関
連
す
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
全
領
域
に
及

ぶ
見
取
り
図
を
示
し
て
お
き
た
い
）
16
（

。
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辺
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史
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（
二
）
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
の
全
図
式

第
一
部 
基
礎
づ
け
の
学
の
必
要
性
を
示
す
個
別
精
神
科
学
の
連
関
に
つ
い
て
の
概
観
（
日
本
語
版
全
集
第
一
巻
『
精
神
科
学
序
説　

第

一
巻
』G

S:I

）

第
二
部 

精
神
科
学
の
基
礎
と
し
て
の
形
而
上
学　

そ
の
支
配
及
び
衰
退
（
同
上
。G

S:I

）

第
三
部 

経
験
科
学
と
認
識
論
の
段
階　

精
神
科
学
の
今
日
的
問
題
（
日
本
語
版
全
集
第
二
巻
『
精
神
科
学
序
説　

第
二
巻
』
所
収
の
遺

稿
「
ベ
ル
リ
ン
草
稿
」
は
第
六
部
ま
で
対
応
。 G

S:X
IX

）

 

「
十
五
世
紀
及
び
十
六
世
紀
に
お
け
る
人
間
の
把
握
と
分
析
」（
日
本
語
版
全
集
第
七
巻
『
精
神
科
学
成
立
史
研
究
』
所
収
。

G
S:II

）

　
　
　
　
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
精
神
科
学
の
自
然
的
体
系
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
思
考
の
自
律
性
と
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
連
関
に
よ
る
構
成
的
合
理
主
義
と
汎
神
論
的
一
元
論
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
」（
同
上
。G

S:V
）

 

「
十
六
世
紀
及
び
十
七
世
紀
の
文
化
に
お
け
る
人
間
学
の
機
能
」（
同
上
。G

S:V

）

第
四
部 

認
識
の
基
礎
づ
け

 

「
外
界
の
実
在
性
論
考
」（
日
本
語
版
全
集
第
三
巻
『
論
理
学
・
心
理
学
論
集
』
所
収
。G

S:V

）

 

「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
心
的
生
の
多
様
性
と
そ
の
区
分
」（G

S:X
V

III

）

第
五
部 

思
考
、
そ
の
法
則
と
形
式
。
現
実
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
関
係



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

一
二

 

「
経
験
と
思
考
」（
日
本
語
版
全
集
第
三
巻
『
論
理
学
・
心
理
学
論
集
』
所
収
。G

S:V

）

第
六
部 
精
神
的
現
実
の
認
識
、
及
び
精
神
の
科
学
の
連
関

 
「
人
間
、
社
会
、
国
家
に
関
す
る
諸
学
の
歴
史
研
究
」（
日
本
語
版
全
集
第
一
巻
所
収
。G

S:V

）

 

「
個
性
研
究
」（
日
本
語
版
全
集
第
三
巻
所
収
。G

S:V

）

 

「
解
釈
学
の
成
立
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
詩
学
、
倫
理
学
及
び
教
育
学
論
考
」（
日
本
語
版
全
集
第
六
巻
『
倫
理
学
・
教
育
学
論
集
』
所
収
。G

S:V
I

）

 

「
一
八
七
五
年
論
文
の
続
編
」（
日
本
語
版
全
集
第
一
巻
所
収
。G

S:X
V

III

）

　　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
の
た
め
の
体
系
構
想
を
変
更
し
た
た
め
、『
精
神
科
学
序
説
』
全
体
の
再
現
な
い
し
正
確
な
把

握
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
基
礎
づ
け
に
不
可
欠
な
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
の
厳
密
な
把
握
も
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、
本
考

察
に
必
要
な
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
基
本
構
想
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
精
神
科

学
の
全
範
囲
に
及
び
、
歴
史
的
理
性
の
働
き
は
歴
史
意
識
に
貫
か
れ
た
諸
学
の
全
領
域
で
機
能
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
諸
学
の
歴
史

的
叙
述
は
、
そ
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
諸
学
の
対
象
は
歴
史
的
世
界
即
ち
「
歴
史
的
生
の
客
観
態
」
で
あ
り
、
そ
の
表
現
の
理
解
に
よ
っ

て
普
遍
的
学
問
と
そ
の
基
礎
づ
け
を
企
図
し
た
。
こ
の
点
は
、
田
辺
の
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
わ
た
る
学
問
的
営
為
と
類
比
的
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
歴
史
的
生
、
生
と
死
、
時
間
の
捉
え
方
、
特
に
生
と
時
間
と
音
楽
的
な
想
像
力
と
の
関
係
に
絞
っ

て
、
こ
の
類
比
的
な
在
り
方
を
考
察
す
る
。
因
み
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
音
楽
的
教
養
豊
か
な
牧
師
の
家
庭
で
育
ち
、
自
身
も
ピ
ア
ノ
を
演

奏
し
、
指
揮
者
で
作
曲
家
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ョ
ル
ツ
と
の
親
交
を
深
め
る
中
で
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
も
交
流
し

た
経
験
が
、
彼
の
思
索
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
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な
お
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
知
の
地
球
儀
（globus intellectualis

）」
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
に
二
区
分
し
た
が
（G

S:I5

）、
根

本
的
に
は
不
可
分
の
統
一
体
と
見
な
し
た
。
ま
た
彼
は
、
自
身
の
記
述
的
分
析
的
心
理
学
を
精
神
科
学
に
属
す
る
と
主
張
し
、
新
カ
ン
ト

学
派
と
袂
を
分
か
つ
）
17
（

。
自
然
科
学
と
精
神
科
学
の
区
分
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
も
陥
っ
た
歴
史
主
義
の
誤
り
と
は
異
な
る
方
法
論
上
の
区

別
で
あ
り
、
可
能
な
経
験
科
学
が
対
象
を
把
握
し
構
成
す
る
際
の
諸
制
約
で
あ
る
、
説
明
と
理
解
と
の
相
違
に
対
応
す
る
。
ま
た
田
辺
と

同
様
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
若
い
頃
か
ら
自
然
科
学
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
在
職
中
、
自
然
科
学
研
究
に
取
り
組
み
、
現
代

生
理
学
の
開
拓
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー（Johannes P. M
üller,

一
八
〇
一
―
一
八
五
八
）の
感
覚
生
理
学
・
解
剖
学
を
研
究
し
た
）
18
（

。デ
ィ

ル
タ
イ
は
、
音
楽
家
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
遺
骨
鑑
定
で
著
名
な
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヒ
ス
（W

ilhelm
 H

is,

一
八
三
一
―
一
九
〇
四
）
に
師

事
し
解
剖
学
の
講
義
や
実
習
に
出
席
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
も
田
辺
と
同
様
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
統
合
の
可
能
性
を
希
求
し
た
の

で
あ
る
）
19
（

。

（
三
）
田
辺
の
理
性
批
判
の
狙
い

　

田
辺
は
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
統
合
の
方
途
を
デ
ィ
ル
タ
イ
よ
り
一
層
深
く
探
究
し
た
。
田
辺
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
制

限
を
指
摘
し
て
「
カ
ン
ト
が
理
性
批
判
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
理
性
の
自
己
批
判
が
果
た
し
て
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を

究
明
し
な
か
っ
た
」（
九
：
四
十
七
「
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
」）
と
批
判
し
た
。
田
辺
に
よ
れ
ば
、「
批
判
す
る
理
性
は
ど
こ
ま
で
も
批
判

の
主
と
し
て
自
ら
は
批
判
の
対
象
と
な
ら
ず
に
批
判
の
外
に
立
つ
」
の
で
あ
れ
ば
、「
理
性
批
判
は
理
性
の
全
体
の
徹
底
的
な
る
批
判
で

は
あ
り
得
な
い
」。
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
様
に
、田
辺
も
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
制
限
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
て
「
絶
対
批
判
」
を
提
唱
し
た
。

田
辺
に
よ
れ
ば
、「
哲
学
の
批
判
的
精
神
は
﹇
…
﹈
か
か
る
﹇
カ
ン
ト
の
﹈
静
学
的
「
理
性
批
判
」
の
立
場
を
破
っ
て
、
動
学
的
に
歴
史



日
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哲
学
史
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一
四

の
中
で
実
践
し
つ
つ
、
み
づ
か
ら
自
己
の
矛
盾
を
謙
虚
に
自
覚
す
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
十
二
：
一
三
三
「
科
学
と
哲
学

と
宗
教
」）。
そ
こ
で
彼
は
、
カ
ン
ト
と
は
異
な
る
「
二
律
背
反
的
矛
盾 ﹇
…
﹈ 

の
平
和
的
解
決
」（
十
二
：
一
三
四
）
を
試
み
た
）
20
（

。

　

筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
田
辺
が
「
人
間
理
性
の
特
殊
な
運
命
」（K

rV, AV
II

）
に
直
面
し
て
、
科
学
・
哲
学
・
宗
教
間
の
矛
盾
・
対

立
関
係
の
独
特
な
「
平
和
的
解
決
」
を
図
っ
た
点
で
あ
る
。
理
性
は
こ
の
運
命
を
謙
虚
に
肯
定
し
、
一
た
び
自
己
を
矛
盾
の
底
に
壊
滅
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
そ
の
死
か
ら
復
活
せ
し
め
ら
る
る
挫
折
即
突
破
の
途
を
、
行
的
に
信
証
す
る
よ
り
外
に
往
く
路
は
な
い
。﹇
…
﹈
そ

の
意
味
に
於
て
、
科
学
は
科
学
哲
学
に
ま
で
自
覚
を
徹
底
す
る
と
き
、
必
然
宗
教
に
通
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
他

方
宗
教
も
、
そ
の
還
相
面
に
於
て
歴
史
的
現
実
に
媒
介
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
、
現
実
の
科
学
的
認
識
を
承
認
し
、
自
覚
に
於

て
こ
れ
と
結
合
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
十
二
：
一
三
三
―
一
三
四
）。
田
辺
の
「
平
和
的
解
決
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
に
満
ち

た
理
性
的
主
体
の
否
定
と
そ
の
媒
介
に
よ
る
往
還
的
な
宗
教
的
体
験
と
科
学
的
認
識
と
の
間
の
二
律
背
反
的
矛
盾
の
解
決
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
田
辺
は
、絶
対
批
判
と「
歴
史
主
義
」と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
田
辺
に
よ
れ
ば
、「
懺
悔
道
は﹇
…
﹈

徹
底
的
歴
史
主
義
で
あ
つ
て
、
不
断
の
懺
悔
が
歴
史
の
循
環
的
発
展
を
原
理
附
け
る
」（
九
：
五
）。
他
方
で
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解

釈
学
を
歴
史
主
義
、
相
対
主
義
と
批
判
し
、「
哲
学
も
ま
た
宗
教
の
信
仰
と
同
じ
く
死
の
道
で
あ
り
復
活
の
道
で
あ
る
」（
九
：
四
十
七
）

と
主
張
す
る
。
田
辺
の
絶
対
批
判
は
、
カ
ン
ト
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
「
懺
悔
道
を
嫌
つ
て
絶
対
批
判
を
回
避
せ
ん
と
す
る
理
性
の
自
己

矛
盾
」
を
指
摘
し
て
、
従
来
の
理
性
批
判
の
枠
組
み
と
主
体
主
義
を
解
体
す
る
試
み
を
展
開
し
た
。

　
「
科
学
と
哲
学
と
宗
教
」
や
「
哲
学
と
詩
と
宗
教
」（
十
三
：
三
〇
五
―
五
二
四
、一
九
五
三
年
執
筆
開
始
。
本
巻
解
説
者
西
谷
啓
治
に
よ

る
）
の
論
述
等
を
回
顧
す
れ
ば
、
田
辺
の
徹
底
的
歴
史
主
義
に
依
拠
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
基
本
構
想
は
ほ
ぼ
重

な
り
あ
う
。
特
に
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
矛
盾
・
対
立
・
二
律
背
反
と
い
う
思
索
の
契
機
は
、
弁
証
法
と
解
釈
学
と
の
立
場
及
び
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宗
教
的
体
験
の
相
違
は
あ
れ
、
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
論
述
に
一
瞥
を
投
じ
て
お
く
。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
晩
年
の
論
考
「
歴
史
意
識
と
世
界
観
」（
一
八
九
六
年
頃
―
一
九
〇
六
年
頃
執
筆
）
の
中
で
、
田
辺
哲
学
に
通
ず
る
哲

学
の
在
り
方
に
言
及
し
た
。「
す
べ
て
の
哲
学
は
、
人
生
観
・
世
界
観
と
歴
史
意
識
と
い
う
、
人
間
の
知
が
形
成
す
る
二
つ
の
総
体
と
取

り
組
む
こ
と
か
ら
生
じ
る
。﹇
…
﹈
両
者
が
と
も
に
客
観
的
で
認
識
可
能
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
両
者
の
間
に
二
律

背
反
が
生
じ
る
。﹇
…
﹈
生
と
は
多
面
的
で
あ
り
、
現
実
の
対
立
に
移
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
諸
力
が
争
う
こ
と
で
あ
る
」（G

S:V
III69

）。

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
哲
学
の
課
題
が
人
生
観
・
世
界
観
と
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
歴
史
意
識
と
の
相
克
に
あ
り
、
歴
史
的
生
が
、
こ
れ
ら
の
う

ち
で
働
く
諸
力
の
抗
争
・
矛
盾
対
立
に
あ
る
と
看
破
し
た
。
ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
思
考
と
生
の
概
念
と
の
対
立
関
係
に
触
れ
て
、「
わ

れ
わ
れ
は
、関
係
と
い
う
形
式
で
し
か
生
の
概
念
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
、そ
の
こ
と
が
悲
劇
な
の
で
あ
る
」（G

S:V
III71

）、と
語
っ
た
。

人
間
の
思
考
は
ど
こ
ま
で
も
生
と
の
形
式
的
関
係
の
把
握
に
と
ど
ま
り
生
の
内
実
に
迫
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
デ
ィ
ル
タ
イ
は
生
と
論

理
と
の
「
へ
だ
た
り
」
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
21
（

。

　

他
方
、
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
様
に
「
哲
学
は
知
性
の
産
物
で
あ
っ
て
、
広
い
意
味
で
の
認
識
に
属
す
る
」（
十
三
：
二
十
七
「
ヴ
ァ

レ
リ
ー
の
芸
術
哲
学
」）
と
規
定
し
つ
つ
、科
学
と
哲
学
と
の
相
違
と
関
連
に
つ
い
て
、前
者
が
相
対
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、後
者
は
「
論

証
体
系
と
し
て
普
遍
を
追
究
し
、
そ
の
極
絶
対
的
な
る
体
系
た
ら
ん
と
す
る
要
求
を
も
つ
結
果
、
相
対
と
絶
対
、
特
殊
と
普
遍
、
部
分
と

全
体
、
現
実
と
理
想
、
実
在
と
観
念
と
い
ふ
如
き
、
相
対
立
す
る
規
定
を
一
に
綜
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
弁
証
法
的
統
一
と
し
て
、
不
断

に
二
律
背
反
の
分
裂
に
曝
さ
る
る
」（
十
三
：
二
十
八
）
危
機
意
識
を
表
明
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
田
辺
に
比
べ
、
弁
証
法
的
統
一
や
そ

れ
に
よ
る
知
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
欠
け
る
が
、
両
者
の
哲
学
的
課
題
に
関
す
る
限
り
、
哲
学
、
科
学
、
宗
教
（
デ
ィ
ル
タ
イ
の
絶
筆
は

「
宗
教
の
問
題
」
で
あ
っ
た
）
の
不
可
分
の
関
係
性
の
洞
察
や
哲
学
的
思
考
に
お
け
る
二
律
背
反
の
不
可
避
性
等
多
く
の
類
似
性
を
も
つ
。

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
見
て
、
田
辺
の
上
述
の
①
か
ら
⑦
の
論
点
が
デ
ィ
ル
タ
イ
に
も
ほ
ぼ
共
通
に
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
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以
上
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
を
め
ぐ
る
二
人
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
生
、
生
と
死
、
時
間
把
握
に
立
ち
入
り
、
彼

ら
の
共
通
性
と
異
質
性
、
両
者
の
間
の
「
ズ
レ
」
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。

四　

生
の
謎
と
世
界
連
関
の
象
徴

（
一
）
音
楽
に
よ
る
生
の
理
解
と
音
楽
的
想
像
力
の
意
義

　

田
辺
は
、「
種
の
論
理
」
に
関
す
る
諸
論
考
の
中
で
、デ
ィ
ル
タ
イ
晩
年
の
「
客
観
的
精
神
」「
生
の
客
観
態
」
に
一
定
の
評
価
を
下
し
た
。

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
生
の
客
観
態
」
が
人
間
の
象
徴
作
用
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
も
の
、「
謎
に
満
ち
た
世
界
連
関
の
象
徴
（ein Sym

bol 
des rätselhaften W

eltzusam
m

enhangs
）」（G

S:V
III27

「
歴
史
意
識
と
世
界
観
」）
と
理
解
し
、
芸
術
と
文
学
が
生
を
理
解
す
る
最
高

の
表
現
と
解
釈
し
て
、
詩
と
音
楽
的
想
像
力
の
重
要
性
に
着
目
し
た
。
こ
の
論
点
は
、
田
辺
の
詩
論
や
視
覚
的
な
想
像
力
か
ら
音
楽
的
想

像
力
へ
の
展
開
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
、田
辺
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
や
「
実
存
協
同
」
と
も
関
連
す
る
「
他
者
の
声
を
聞
く
力
」

と
し
て
の
音
楽
的
想
像
力
と
共
振
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
22
（

。

　

実
際
、
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
様
に
バ
ッ
ハ
の
音
楽
に
関
心
を
寄
せ
、
ロ
マ
ン
派
よ
り
も
バ
ッ
ハ
の
音
楽
を
評
価
し
た
。「
バ
ッ

ハ
の
代
表
し
た
と
こ
ろ
の
古
典
派
音
楽
に
於
て
は
、
そ
の
内
容
が
感
情
の
色
彩
を
去
っ
て
専
ら
音
の
旋
律
的
和
音
的
構
造
に
規
定
せ
ら
れ

る
﹇
…
﹈。
そ
れ
を
音
楽
的
に
享
受
し
得
る
た
め
に
は
、﹇
…
﹈
そ
れ
ら
の
構
造
を
感
じ
取
る
能
力
が
、
予
め
教
養
に
よ
り
準
備
せ
ら
れ
て

居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
十
二
：
二
四
三
「
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
」）。
田
辺
は
音
楽
の
享
受
が
高
度
に
能
動
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
す
る
。
音
楽
鑑
賞
に
は
、
一
般
的
意
味
で
の
享
受
と
い
う
受
動
性
と
構
成
と
い
う
能
動
性
と
の
交
互
的
な
制
約
の
働
き
が
不
可
欠
で



一
七

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

あ
る
。
筆
者
の
解
釈
を
加
え
れ
ば
、
田
辺
も
ま
た
、
音
楽
的
想
像
力
を
含
む
相
互
的
で
主
体
的
な
能
力
の
意
義
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ

る
）
23
（

。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
生
の
理
解
に
果
た
す
音
楽
の
意
義
に
触
れ
、「
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
生
の
あ
ら
ゆ
る
定
義
よ
り
も
、
生
に
つ
い
て
さ
ら

に
多
く
を
わ
れ
わ
れ
に
語
る
」（G

S:X
IX

 353

「
生
と
認
識
」）
と
述
べ
、
思
考
に
よ
る
言
語
表
現
の
制
限
と
共
に
音
楽
的
表
現
の
意
義
に

注
目
し
た
。
田
辺
も
ま
た
、「
相
対
性
論
的
行
為
的
自
覚
の
局
所
性
は
、
あ
た
か
も
音
楽
の
局
所
性
の
如
く
、
現
在
の
転
換
性
に
成
立
す

る
象
徴
の
無
的
統
一
の
自
覚
に
ほ
か
な
ら
な
い
。﹇
…
﹈
行
為
的
自
覚
の
現
在
は
音
楽
鑑
賞
の
現
在
の
如
く
、
飽
く
ま
で
転
換
的
動
的
で

あ
る
」（
十
二
：
六
「
局
所
的
微
視
的
」）、
と
論
じ
た
。
こ
の
文
脈
か
ら
見
る
限
り
、
田
辺
も
視
覚
的
想
像
力
よ
り
音
楽
的
想
像
力
を
重
視

し
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
現
在
の
瞬
間
性
と
下
村
説
を
め
ぐ
っ
て

　
『
全
集
』
第
十
二
巻
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
田
邊
哲
学
の
独
自
な
「
歴
史
主
義
」」
の
核
心
は
、
時
間
が
現
在
の
瞬
間
性
に
於
て
捉
へ
ら

れ
る
点
に
あ
る
。
音
楽
鑑
賞
の
現
在
の
よ
う
に
、「
こ
の
現
在
の
瞬
間
は
存
在
す
る
も
の
で
な
く
過
去
を
未
来
に
転
換
す
る
主
体
の
行
為

に
於
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
つ
て
以
て
死
復
活
の
行
証
、
無
か
ら
有
へ
の
還
帰
向
上
、
循
環
的
創
造
の
渦
流
的
統
一
、
絶
対
無
の

現
成
の
象
徴
を
な
す
所
以
の
も
の
で
あ
る
」（
十
二
：
四
二
二
）。田
辺
哲
学
に
お
け
る
現
在
の
瞬
間
性
の
重
要
性
に
言
及
し
た
下
村
説
に
は
、

説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

下
村
説
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
時
間
把
握
と
も
通
じ
る
田
辺
の
時
間
論
は
、「
こ
の
時
間
を
現
在
の
瞬
間
性
に
於
て
捉
へ
る
思
想

は
、
恐
ら
く
遠
く
『
カ
ン
ト
の
目
的
論
』
で
既
に
存
在
と
価
値
と
の
結
合
を
「
微
分
」
的
と
し
た
思
想
に
遠
く
淵
源
を
も
ち
、
そ
れ
が
発
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展
深
化
し
て
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
に
於
て
決
定
的
と
な
っ
た
も
の
で
、田
邊
哲
学
全
体
を
貫
く
根
本
契
機
と
解
し
て
よ
い
」（
十
二
：

四
二
二
）。
こ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
上
述
の
仮
説
は
、
あ
る
程
度
補
強
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
因
み
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ

は
現
在
を
瞬
間
と
し
て
同
時
に
連
続
性
と
し
て
把
握
す
る
が
、
田
辺
の
よ
う
に
「
切
断
」
の
否
定
的
媒
介
を
経
な
い
点
で
、
二
人
の
間
に

は
根
本
的
な
「
ズ
レ
」
が
あ
る
。

　

他
方
、
他
者
と
の
出
会
い
と
生
と
死
の
場
で
あ
る
歴
史
的
現
実
が
歴
史
主
義
に
依
拠
し
、
歴
史
的
時
間
が
現
在
と
い
う
瞬
間
に
収
斂
す

る
点
に
つ
い
て
、
下
村
は
、「
田
邊
哲
学
の
「
歴
史
主
義
」
に
は“Perspektiv”

を
欠
く
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
容
れ
る
原
理
が
明
か
で

は
な
い
」（
同
頁
）、
と
批
判
し
た
。
こ
の
批
判
に
つ
い
て
筆
者
は
、
下
村
説
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
田
辺
の
歴
史
主
義
に
も
、
音
楽
性
と

の
関
係
か
ら“Perspektiv”

の
原
理
と
相
い
れ
る
可
能
性
に
触
れ
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
音
楽
性
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
音

楽
を
奏
す
る
人
と
そ
れ
を
聴
く
人
の
存
在
と
場
が
前
提
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、自
己
と
他
者
と
の
交
流
の
場
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
こ
で
は
音
楽
的
時
間
と
共
に
そ
れ
を
感
受
す
る
者
の
身
体
と“Perspektiv”

も
前
提
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
田
辺
は
、
空
間
性
を

軽
視
し
た
わ
け
で
な
く
、「
歴
史
的
現
実
」
に
よ
り
空
間
的
契
機
を
含
意
さ
せ
て
い
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
24
（

。

五　

生
と
死　

田
辺
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
共
通
点

（
一
）
田
辺
に
お
け
る
生
の
自
覚
と
死
の
可
能
性

　
「
生
の
存
在
学
か
死
の
弁
証
法
か
」
に
よ
れ
ば
、「﹇
ハ
イ
デ
ガ
ー
﹈
教
授
の
哲
学
は
飽
く
ま
で
存
在
学
で
あ
っ
て
、
死
は
、
存
在
と
し

て
自
ら
を
実
現
す
る
生
の
、
自
覚
に
対
す
る
標
識
に
止
ま
る
」
か
ら
、
現
実
の
死
が
哲
学
の
契
機
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
単



一
九

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

に
可
能
性
を
表
は
す
極
限
的
観
念
」（
十
三
：
五
二
八
）
に
過
ぎ
な
い
。
田
辺
に
よ
る
こ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
と
、ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
デ
ィ

ル
タ
イ
批
判
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
「
生
」
及
び
「
生
と
死
」
を
め
ぐ
り
、
田
辺
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
間
に
解
釈
の
「
ズ
レ
」
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
『
存
在
と
時
間
』
第
四
九
節
「
死
の
実
存
論
的
分
析
を
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
可
能
な
他
の
学
的

諸
解
釈
に
対
し
て
限
定
す
る
こ
と
」
の
中
で
、「
死
の
実
存
論
的
な
学
的
解
釈
は
、
い
っ
さ
い
の
生
物
学
や
生
の
存
在
論
に
先
立
っ
て
い

る
」
）
25
（

と
主
張
し
、
人
間
学
、
生
物
学
、
生
の
哲
学
を
批
判
し
た
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
指
導
教
授
を
務
め
た
リ
ッ
カ
ー
ト
に
よ
っ
て
流
行

思
想
の
生
物
学
的
生
の
哲
学
と
名
指
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
が
念
頭
に
あ
っ
た
）
26
（

。

　

同
時
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
節
の
最
終
段
落
に
付
し
た
脚
注
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
対
し
て
肯
定
的
評
価
と
も
解
せ
る
コ
メ
ン
ト
を
付

し
た
。
彼
は
、『
体
験
と
創
作
』
の
一
文
を
引
用
し
て
「
Ｗ
・
デ
ィ
ル
タ
イ
の
本
来
の
哲
学
的
傾
向
は
「
生
」
の
存
在
論
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、

彼
は
生
と
死
と
の
連
関
を
見
誤
る
は
ず
が
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
た
。
だ
が
、
後
期
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
哲
学
史
の
通
説
と

は
異
な
り
、
生
と
死
と
の
関
係
を
逆
転
さ
せ
て
基
軸
を
生
に
置
き
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
よ
り
も
田
辺
に
近
い
見
解
を
表
明
し
た
。
田
辺
に
よ
れ

ば
、「
生
は
か
く
死
を
媒
介
す
る
に
せ
よ
、
な
お
そ
れ
は
生
に
於
て
自
覚
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
十
三
：
五
七
八
【
補
遺
一
】

「
死
の
哲
学
」
の
要
求
）。
要
す
る
に
、
田
辺
の
「
死
」
は
生
の
自
覚
の
媒
介
を
意
味
し
た
。

（
二
）
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
生
と
死
」

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
一
方
で
『
存
在
と
時
間
』
の
実
存
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
先
取
り
す
る
論
述
を
展
開
し
た
。「
世
俗
の
営
み
や
社
会
的

な
し
が
ら
み
か
ら
自
由
に
断
固
と
し
て
自
分
自
身
の
本
質
に
従
っ
て
生
き
れ
ば
生
き
る
ほ
ど
、
そ
の
人
は
一
人
ひ
と
り
の
浅
薄
さ
に
驚
愕
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す
る
。﹇
…
﹈
決
定
的
な
こ
と
は
、
宗
教
的
天
才
に
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
浅
薄
さ
に
逃
避
せ
ず
、
過
去
の
思
い
出
や
将
来
へ
の
日
常
的

な
忘
却
に
逃
避
せ
ず
、
想
像
力
へ
の
逃
避
も
な
い
。
世
俗
的
な
力
の
行
使
に
満
足
し
て
、
死
を
忘
却
し
魂
の
救
い
を
忘
却
す
る
こ
と
も
な

い
」（G

S:V
II 266

）。
こ
の
文
章
は
「
メ
メ
ン
ト　

モ
リ
」（
十
三
：
一
六
三
―
一
七
五
）
の
論
述
を
想
起
さ
せ
る
。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
学
は
、「
死
の
哲
学
」
を
要
求
す
る
田
辺
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
「
生
の
哲
学
」
に
属
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
田
辺

の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
の
視
点
は
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
こ
で
は
生
の
哲
学
者
で
あ
る
」
と
す
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判

と
も
通
す
る
点
で
、
田
辺
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
解
釈
の
妥
当
性
を
新
た
な
文
脈
か
ら
補
強
す
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
）
27
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
田
辺
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
間
に
は
、
生
と
死
を
め
ぐ
る
「
ズ
レ
」
が
生
じ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

見
解
と
は
異
な
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
主
張
は
、「
生
を
生
自
身
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
」（G

S:V
4

）
と
い
う
彼
の
哲
学
の
根
本
テ
ー
ゼ

に
由
来
す
る
。
ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
死
が
生
に
内
在
す
る
消
滅
可
能
性
と
解
釈
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
は
反
対
に
、
生
を
死
よ
り
基
礎
的

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
見
な
し
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
生
の
概
念
を
生
物
学
的
な
い
し
心
理
学
的
と
批
判
し
た
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
は
歴
史

的
で
あ
り
「
歴
史
的
生
」
を
意
味
す
る
。
彼
は
、生
と
死
が
不
可
分
で
「
死
を
忘
れ
る
な
」
の
戒
告
を
実
践
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
に
よ
る
哲
学
的
人
間
学
や
デ
ィ
ル
タ
イ
等
に
対
す
る
「
生
物
学
主
義
」
と
い
う
当
時
支
配
的
な

批
判
を
免
れ
る
た
め
、
生
物
学
に
対
し
て
慎
重
に
「
距
離
」
を
取
る
論
述
を
展
開
し
た
）
28
（

。

　

ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
宗
教
的
体
験
に
お
け
る
不
可
視
の
も
の
へ
の
関
与
を
意
識
し
、
生
に
お
け
る
暗
い
深
淵
の
意
識
の
重
要
性
を
理

解
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
、「
宗
教
的
天
才
に
あ
っ
て
は
﹇
…
﹈
生
そ
の
も
の
が
、
そ
の
本
性
に
従
っ
て
経
験
さ
れ
、
す
な
わ
ち
真
な
る

も
の
と
し
て
、﹇
…
﹈
そ
の
固
有
の
深
淵
か
ら
到
来
す
る
も
の
を
指
示
し
て
い
る
」（G

S:V
II 266

）。
こ
こ
で
デ
ィ
ル
タ
イ
が
語
っ
た
体

験
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
遠
ざ
け
よ
う
と
し
た
た
ん
な
る
心
理
学
的
概
念
で
は
な
く
、
解
釈
学
的
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
宗
教
的
体
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験
の
理
解
に
は
、
別
の
意
味
で
不
可
避
の
困
難
が
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
）
29
（

。

　

生
と
死
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
の
間
の
親
近
性
は
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
の
歴
史
意
識
に
基
づ
く
現
在
重
視
の
時
間
論

か
ら
帰
結
す
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
二
人
の
時
間
把
握
の
探
究
に
進
む
こ
と
に
す
る
。

六　

歴
史
的
生
・
歴
史
意
識
・
時
間

（
一
）
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
過
去
・
現
在
・
未
来
の
把
握

　

最
初
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
に
お
け
る
時
制
の
三
様
態
に
関
す
る
親
近
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
考
察
は
、
彼
ら
の
現
在
重
視
の

主
張
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
相
違
点
を
際
立
た
せ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
歴
史
的
理
性
批
判
」
構
想
の
出
発
点
と
な
っ
た
カ
ン
ト
の
理
性

批
判
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
と
共
に
超
歴
史
的
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
直
観
形
式
と
い
う
時
間
把
握
を
批
判
し
た
。
こ
の
点
で
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
時

間
が
生
の
現
実
的
表
明
と
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
な
見
解
に
近
い
が
、
彼
の
時
間
経
験
は
、「
持
続
」
と
い
う
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
見
解
を
受
け

入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
時
間
を
体
験
と
結
び
付
け
た
）
30
（

。

　

田
辺
も
ま
た
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
時
間
論
の
独
創
性
を
認
め
て
、
そ
れ
が
「
ベ
ル
グ
ソ
ン
や
フ
ッ
サ
ー
ル
の
非
歴
史
的
な
る
生
意
識
の
心

理
学
な
い
し
現
象
学
と
異
な
る
、
歴
史
存
在
の
解
明
に
存
す
る
」（
十
二
：
二
六
五
「
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
」）
と
指
摘
し
た
。
田
辺
は
、

同
時
に
「
時
間
直
観
そ
の
も
の
が
歴
史
の
構
造
と
そ
の
解
釈
と
に
規
定
せ
ら
れ
る
」（
同
頁
）
と
い
う
点
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
認
識
を
共
有

す
る
。

　

第
二
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
時
間
と
体
験
を
結
合
す
る
見
解
は
、
彼
の
現
在
重
視
の
考
え
と
現
在
、
す
な
わ
ち
生
の
消
滅
可
能
性
に
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目
を
向
け
る
こ
と
を
促
す
。
彼
は
、
時
間
の
不
断
の
動
き
が
現
在
の
範
囲
の
拡
張
に
用
い
ら
れ
、
時
間
の
体
験
は
時
間
を
前
進
運
動
と
考

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
、
と
見
た
。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、「
具
体
的
な
時
間
は
、
現
在
（G

egenw
art

）
の
休
み
な
い
推
移
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
の
推
移
の
う
ち
で
、

現
在
の
も
の
（das G

egenw
artige

）
は
た
え
ず
過
去
と
な
り
、
未
来
の
も
の
は
現
在
と
な
る
。
現
在
は
、
実
在
性
に
よ
っ
て
瞬
間
を
充

実
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
は
ま
た
、そ
の
瞬
間
の
記
憶
と
対
立
す
る
体
験
で
あ
り
、あ
る
い
は
未
来
に
対
し
て
体
験
可
能
な
も
の
の
﹇
…
﹈

対
立
す
る
体
験
で
あ
る
」（G

S:V
II72

「
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
に
関
す
る
研
究
」）。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
場
合
、
現
在
の
う
ち
に
の
み
時
間

の
充
実
が
あ
り
、
生
の
充
溢
が
あ
る
。

　

ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
現
在
の
重
要
性
に
つ
い
て
「
現
実
的
時
間
の
こ
の
特
性
は
、
わ
れ
わ
れ
が
つ
ね
に
現
在
に
生
き
て
お
り
、
さ
ら

に
わ
れ
わ
れ
の
生
の
た
え
ざ
る
消
滅
可
能
性
（K

orruptibilität

）」（G
S:V

II72

）
が
含
ま
れ
る
、
と
把
握
し
た
。
生
は
不
断
の
動
き
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
体
験
は
本
性
上
構
造
的
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
体
験
は
、
現
前
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
を
知
識
に
よ
っ

て
固
定
す
る
こ
と
な
く
構
造
化
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
こ
に
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
の
流
動
性
、
彼
の
言
葉
で
言

え
ば
、「
生
の
力
動
性
（die Lebendigkeit des Lebens
）」
と
の
矛
盾
対
立
と
和
解
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
の
時
間
把
握
の
共
通
点
は
、
両
者
の
時
間
論
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
時
間
論
と
の
相
違

点
を
照
ら
し
出
す
。
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
は
、
歴
史
意
識
の
基
本
構
造
を
ほ
ぼ
共
有
す
る
。
歴
史
の
連
続
性
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
場
合
、

ま
ず
生
の
不
断
の
運
動
で
あ
り
、
次
に
「
世
代
」
を
経
た
生
の
体
験
の
構
造
的
な
レ
ベ
ル
の
連
続
的
表
現
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
田

辺
の
場
合
、「
死
は
生
の
自
覚
の
媒
介
」
で
あ
っ
た
。「
真
に
具
体
的
な
る
歴
史
的
時
間
」
は
、「
過
去
と
未
来
と
を
媒
介
す
る
﹇
…
﹈
絶

対
無
の
象
徴
」
と
し
て
の
「
現
在
の
三
一
性
」（
十
二
：
二
二
七
―
八
）、
そ
し
て
「
生
と
死
の
媒
介
」
の
絶
対
弁
証
法
に
よ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、学
問
と
個
種
類
に
お
け
る
生
の
時
間
の
総
合
統
一
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
克
服
の
努
力
が
窺
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、田
辺
と
デ
ィ
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ル
タ
イ
の
思
索
に
は
、「
生
と
死
」
の
構
造
的
把
握
と
歴
史
意
識
に
貫
か
れ
た
時
制
の
三
様
態
と
に
共
通
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
の
体
験
を
め
ぐ
る
デ
ィ
レ
ン
マ
に
も
う
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
で
は
、
歴
史
的
生
の

概
念
化
の
可
能
性
は
、「
確
定
的
―
不
確
定
的bestim

m
t-unbestim

m
t

」
な
在
り
方
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
の
立

場
か
ら
言
え
ば
、
言
語
の
意
味
の
解
釈
は
、
文
脈
上
あ
る
不
確
定
的
な
意
味
連
関
と
の
闘
い
で
あ
り
、
歴
史
解
釈
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
連
続
体
を
言
語
的
に
規
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
不
確
定
な
も
の
と
し
て
再
解
釈
に
委
ね
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
）
31
（

。
時
間

的
現
前
と
し
て
理
解
さ
れ
た
体
験
は
、
解
釈
の
中
核
を
言
語
的
に
規
定
す
る
が
、
つ
ね
に
あ
る
不
確
定
的
な
側
面
と
の
両
面
性
・
対
立
性

を
免
れ
な
い
（G

S:V
II 220

）。
他
方
、
田
辺
は
こ
の
歴
史
解
釈
の
不
確
定
性
の
克
服
を
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
主
義
克
服
の
岐
路

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
歴
史
主
義
と
は
異
な
り
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
区
別
が
物
体
と
精
神
の
そ
れ
の
よ
う
に
領
域
的
区
別
で
は
な

く
、
方
法
論
的
区
別
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
ま
た
彼
は
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
よ
っ
て
、
精
神
科
学
の
根
底
に
あ
る
「
歴
史

的
生
」
の
謎
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
彼
の
歴
史
的
生
は
現
在
と
い
う
瞬
間
に
あ
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
批
判
し
た
歴

史
主
義
と
は
異
質
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

　

他
方
、
田
辺
も
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
の
矛
盾
対
立
に
直
面
し
、
彼
の
歴
史
主
義
の
立
場
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
学

の
克
服
に
向
か
っ
た
。
田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
、
歴
史
の
本
質
的
構
造
の
解
明
に
あ
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
批
判
し
た
「
歴
史
主

義
」
と
は
異
質
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
主
義
克
服
の
岐
路
を
示
唆
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
歴
史
主
義
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
、
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歴
史
的
生
と
そ
の
体
験
、
体
験
の
表
現
、
表
現
の
解
釈
学
的
理
解
を
通
し
て
、
生
の
体
験
に
よ
っ
て
精
神
科
学
の
普
遍
化
可
能
性
を
追
求

し
た
。
こ
の
場
合
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
境
界
設
定
を
企
て
、
そ
の
前
提
下
で
精
神
科
学
の
固
有
性
を
確
保
し

よ
う
と
し
た
。
彼
の
解
釈
学
の
根
底
に
あ
る
歴
史
意
識
は
、
主
体
に
よ
る
認
識
論
的
観
点
か
ら
の
歴
史
的
世
界
の
構
成
と
、
歴
史
的
生
の

客
観
態
の
存
在
論
的
解
釈
に
も
貫
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
歴
史
認
識
の
学
問
性
を
自
己
解
釈
に
よ
り
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
「
歴
史
的
理

性
批
判
」
の
試
み
は
、
歴
史
の
体
系
的
認
識
を
意
図
す
る
限
り
「
歴
史
主
義
」
の
制
限
を
克
服
し
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
田
辺
は
、
徹
底
的
歴
史
主
義
を
標
榜
し
て
歴
史
主
義
に
対
す
る
自
然
主
義
の
前
提
と
そ
の
克
服
を
試
み
た
。
彼
は
、
歴
史
と
自

然
、
歴
史
科
学
と
自
然
科
学
と
の
対
立
と
い
う
西
洋
思
想
の
構
図
と
共
に
「
啓
蒙
の
弁
証
法
」
に
通
じ
る
「
科
学
技
術
の
た
め
に
裏
切
ら

れ
」
た
「
生
の
哲
学
」
の
自
己
矛
盾
を
超
克
し
よ
う
と
し
た
（
一
三
：
一
六
六
）。
要
す
る
に
田
辺
は
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
の
領
域

的
区
別
の
制
約
と
限
界
を
克
服
し
自
身
の
哲
学
の
体
系
化
を
目
指
し
て
、
宗
教
的
体
験
の
無
即
愛
と
学
問
、
感
情
と
理
性
と
の
総
合
統
一

を
試
み
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
田
辺
に
よ
る
時
間
の
三
様
態
と
現
在
重
視
の
時
間
観
は
、
歴
史
的
時
間
に
よ
る
学
問
観
と
そ
の
基
礎
に
あ

る
伝
統
的
な
理
性
主
義
と
を
解
体
す
る
試
み
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
田
辺
の
論
述
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
は
異
な
り
「
歴
史
」

概
念
に
必
要
な
時
間
の
持
続
性
や
「
世
代
」
の
説
明
を
欠
く
限
り
）
32
（

、
多
く
の
読
者
に
と
っ
て
理
解
困
難
な
課
題
を
残
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
）
33
（

。

　

要
す
る
に
、
田
辺
の
歴
史
主
義
は
、
歴
史
主
義
克
服
を
目
指
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
歴
史
意
識
克
服
を
意
図
し
た
。
ま
た

田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
、
人
間
精
神
の
同
型
性
を
踏
ま
え
た
試
み
で
あ
っ
た
。
あ
の
「
い
は
ゆ
る
」
に
は
、
こ
う
し
た
事
態
が

示
唆
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
34
（

。



二
五

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

結
論　

デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
と
の
「
へ
だ
た
り
」
と
「
象
徴
」
を
手
掛
か
り
に
し
て

　

田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
見
解
は
、
歴
史
の
正
し
き
理
解
が
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
属
し
、
そ
の
狙
い
が
歴
史
の
本
質
的
構
造
の
解
明

に
あ
る
と
見
な
す
点
で
も
共
通
す
る
。
他
方
、
両
者
の
間
に
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
が
彼
ら
の
歴
史
理
解
の
「
ズ
レ
」
を
生
じ

た
。
そ
れ
は
、精
神
科
学
の
可
能
性
の
制
約
を
問
う
「
歴
史
的
な
理
性
批
判
」
に
よ
り
歴
史
主
義
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
と
、

歴
史
主
義
を
標
榜
し
絶
対
批
判
に
よ
る
「
歴
史
的
理
性
の
批
判
」
を
展
開
し
た
田
辺
と
の
根
本
的
相
違
に
由
来
す
る
。
ま
た
本
稿
は
、
彼

ら
の
歴
史
意
識
に
基
づ
く
生
、
生
と
死
、
時
間
の
捉
え
方
の
親
近
性
と
差
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
が

弁
証
法
と
解
釈
学
と
い
う
哲
学
的
立
場
の
「
ズ
レ
」「
へ
だ
た
り
」（D

istanz

）
を
超
え
て
歴
史
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
た
点
で
類
比
的
関

係
を
表
現
し
て
い
る
。

　

今
日
、「
理
性
」
に
依
拠
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
で
は
な
く
、「
歴
史
的
構
想
力
の
批
判
」
等
の
試
み
も
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
デ
ィ

ル
タ
イ
の
よ
う
に
意
志
・
感
情
・
知
性
の
働
き
を
全
体
と
し
て
解
釈
学
的
に
理
解
す
る
立
場
に
せ
よ
、
田
辺
の
よ
う
に
絶
対
批
判
の
徹
底

と
弁
証
法
に
よ
り
知
・
情
・
意
・
信
を
統
一
的
に
把
握
す
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
歴
史
的
構
想
力
の
働
き
を
軽
視
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
人
間
は
歴
史
の
主
体
と
共
に
歴
史
に
制
約
さ
れ
た
相
互
に
異
質
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
生
は
論
理
的
把
握
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
意

味
で
謎
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
象
徴
的
表
現
が
不
可
避
と
な
る
。
二
人
に
は
、「
生
」
の
探
究
の
中
で
挫
折
し
な
お
も
言
語
の
限
界
に
迫
ろ

う
と
す
る
矛
盾
し
た
思
索
が
窺
わ
れ
る
。
本
稿
が
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
「
重
ね
読
み
」
に
よ
っ
て
、
複
雑
化

し
た
文
化
と
言
語
ゲ
ー
ム
の
世
界
の
中
で
「
渦
動
す
る
象
徴
」
と
「
生
の
象
徴
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
）
35
（

、
理
解
不
可
能
な
他
者
の
理
解

可
能
性
を
示
唆
で
き
た
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
試
み
は
無
益
な
営
み
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

二
六

凡
例

　
『
田
邊
元
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
八
―
三
十
九
年
）
か
ら
の

引
用
は
、
巻
数
と
頁
数
を（
三
：
一
二
三
）
の
よ
う
に
記
す
。
な
お
原

則
と
し
て
、
漢
字
を
常
用
漢
字
に
変
更
し
た
。

　

ド
イ
ツ
語
版『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』（W

ilhelm
 D

ilthey: G
e-

sam
m

elte Schriften.26 B
de. 1914-2006, Vandenhoeck &

 
R

uprecht) 

か
ら
の
引
用
は
、
本
文
及
び
注
に
巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字

で
、ペ
ー
ジ
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で（G

S:V
30

）の
よ
う
に
表
記
す
る
。

な
お
、日
本
語
訳
は
、原
則
と
し
て
日
本
語
版『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』（
西

村
皓
・
牧
野
英
二
編
集
代
表
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
三
年
以
降

刊
行
中
）
の
訳
文
を
使
用
し
た
が
、
未
公
刊
の
文
献
や
既
訳
書
に
つ
い

て
も
適
宜
、
筆
者
独
自
の
訳
を
試
み
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

注（
1
） 

本
稿
は
、「
第
三
十
八
回 

西
田
・
田
辺
記
念
講
演
会
」（
二
〇
二
二

年
六
月
四
日
開
催
）に
お
け
る
口
頭
発
表
用
原
稿「
田
辺
哲
学
と「
歴
史

的
理
性
批
判
」
―
―
田
辺
元
没
後
六
〇
年
を
記
念
し
て
」
に
加
筆
・
修

正
を
施
し
た
論
考
で
あ
る
。
な
お
、
上
原
麻
有
子
教
授
は
、
筆
者
に
本

講
演
会
の
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
本
紀
要
へ
の
寄
稿

を
お
勧
め
く
だ
さ
っ
た
。
上
原
教
授
に
は
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
2
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る「
医
療
の
政
治
化
」

や
自
由
と
安
全
と
の
パ
ラ
ド
ク
ス
及
び
そ
の
解
決
等
に
関
し
て
は
、
次

の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
牧
野
英
二「
危
機
管
理
の
哲
学
―
―
自

由
と
安
全
の
パ
ラ
ド
ク
ス
の
解
消
に
向
け
て
」（『
理
想
』
七
〇
五
号
、

二
〇
二
一
年
二
月
、
四
―
十
五
頁
）。

（
3
） 

日
本
哲
学
会
で
も
、「
人
新
世（A

nthropocene

）」が
本
格
的
に

論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
日
本
哲
学
会
編『
哲
学
』第
七
十
一
号
所

収〈
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉「
環
境
思
想
の
再
検
討
―
―
「
人
新
世
」
を

め
ぐ
っ
て
」、
二
〇
二
〇
年
）を
参
照
。〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〉で
は
、

「
日
本
に
限
っ
て
も﹇
…
﹈場
所
や
風
土
を
め
ぐ
る
哲
学
的
思
索（
西
田
・

和
辻
・
ベ
ル
ク
）な
ど
、
関
連
す
る
先
行
的
取
り
組
み
も
少
な
く
な
い
」

（
九
頁
）と
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、田
辺
哲
学
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
も
ま
た
、
田
辺
研
究
の
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
4
） 

本
稿
で
は
、「
ズ
レ
」「
へ
だ
た
り
」（D

istanz

）
と
い
う
タ
ー

ム
を
操
作
概
念
と
し
て
使
用
す
る
。
筆
者
は
、
ガ
ダ
マ
ー『
真

理
と
方
法
』
の
用
語
法
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。V

gl. H
. -G

. 
G

adam
er,W

ahrheit und M
ethode, 1960,5.A

ufl.(durchges.u. 
erw.)1986.Tübingen S.135,137,301f.,448,457. 

本
稿
で
は
、
ガ



二
七

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

ダ
マ
ー
と
同
様
に
過
去
の
歴
史
・
伝
統
・
異
文
化
や
テ
ク
ス
ト
、
他
言

語
及
び
翻
訳
上
の
ズ
レ
・
へ
だ
た
り
・
距
離
等
を
含
む
広
義
の
異
質
な

他
者
の
理
解
に
お
け
る
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
デ
ィ
ル

タ
イ
と
田
辺
の
哲
学
的
特
徴
と
差
異
を
際
立
た
せ
る
狙
い
が
あ
る
。
そ

の
際
、筆
者
も
ま
た
、解
釈
者
と
し
て
上
記
の
解
釈
上
の「
ズ
レ
の
渦
流
」

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。

（
5
） 

田
辺
の
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
た
諸
論
考

に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
に
つ
い
て
は
、
拙
論「
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ

に
お
け
る
哲
学
的
思
索
の「
家
族
的
類
似
性
」
―
―
『
デ
ィ
ル
タ
イ
＝

ヨ
ル
ク
往
復
書
簡
集
』と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
影
響
作
用
史
再
考
」（
廖
欽
彬・

河
合
一
樹
編『
田
辺
元
没
後
六
〇
周
年
記
念
論
集
』法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
二
二
年
一
一
月
）を
参
照
。

（
6
） 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
一
面
的
な
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
に
つ
い
て
は
、

前
掲
拙
論
を
参
照
。
な
お
、
後
出
の「
歴
史
主
義
」
の
研
究
書
を
刊
行

し
た
シ
ュ
ネ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
は
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
系
譜
に
属
す
る
解
釈
学
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。V

gl. 
H

erbert Schnädelbach, Philosophie in D
eutschland 1831-

1933, Frankfurt am
 M

ain 1983,S.154.

（
7
） 

本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、『
存
在
と
時
間
』
で
も
言
及
さ
れ
た

『
体
験
と
創
作
』（
一
九
〇
六
）
の
中
で
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
田
辺
も
注
目

し
た
ド
イ
ツ
の
詩
人
、
ゲ
ー
テ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
等
の
文
学
作
品
と
詩

的
想
像
力
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ

る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
作
へ
の
思
索
を
念
頭
に
置
い
て「
マ
ラ
ル
メ
覚

書　

詩
と
哲
学
」や「
生
の
存
在
学
か
死
の
弁
証
法
か
」等
で
言
及
し
て

お
り
、
こ
こ
で
も
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
と
の
隠
さ
れ
た
関
係
が
窺
わ
れ

る
。

（
8
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
バ
ー
ゼ
ル
大
学
就
任
講
義
」（
一
八
六
七
）
の

中
で
、「
哲
学
は
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
を
超

え
て
カ
ン
ト
に
立
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（G

S:V
13

）
と
述
べ

た
。
だ
が
、
田
辺
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
と
再
び
立
ち
帰
っ
た
の
は
晩

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
9
） 

ガ
ダ
マ
ー
は
、
田
辺
の
上
記
論
文
執
筆
数
年
後
に
刊
行
さ

れ
た「
歴
史
的
理
性
批
判
の
限
界
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、「
歴

史
的
理
性
批
判
と
い
う
幻
想
」
と
い
う
表
現
で
デ
ィ
ル
タ
イ
を

批

判

し

た
。V

gl.G
adam

er,D
ie G

renzen der historischen 
Vernunft,1949,S.175-178.In:G

esam
m

elte W
erke, B

d.10.
Tübingen 1995.

（
10
） 
田
辺
と
同
様
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
強
い
実
践
的
関
心
に
基
づ
い

て
、「
哲
学
は
、行
為
す
る
生
に
と
っ
て
、様
々
な
重
要
な
方
面
で
、社
会
、

人
倫
的
相
互
作
用
、
教
育
、
法
の
う
ち
で﹇
…
﹈
実
り
豊
か
な
前
提
条



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

二
八

件
を
与
え
る
」（G

S:V
27

）
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け

を
意
図
し
て
い
た
。

（
11
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
き
わ
め
て
多
様
な
学
問
分
野
の
研
究
に
取
り

組
ん
だ
た
め
に
、『
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
生
涯
』や『
精
神
科
学

序
説
』
等
の
主
要
著
作
は
第
一
巻
で
中
断
し
、
そ
れ
ら
を
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は「
第
一
巻
の
男
」
と
も
呼

ば
れ
た
。V

gl. Frithjof R
odi, M

orphologie und H
erm

eneutik: 
Zur M

ethode von D
iltheys Ästhetik, Stuttgart 1969, S11.

（
12
） 

近
代
に
お
け
る「
歴
史
主
義（H

istorism
us

）」
に
は
多
様
な
意

味
が
あ
り
、
こ
の
概
念
の
理
解
に
際
し
て
は
、
差
し
当
た
り「
特
に

歴
史
が
問
題
と
な
る
意
識
な
い
し
思
索
」（Friedrich Jaeger / Jörn 

R
üsen, G

eschichte des H
istorism

us, C
.H

. B
eck 1992.S.5ff.

）

及
び
十
九
世
紀
の
精
神
科
学
に
焦
点
を
当
て
た
用
法
を
看
過
す
べ
き
で

は
な
い
。
こ
の
見
解
を
採
用
す
る
点
で
、
田
辺
や
デ
ィ
ル
タ
イ
も
共
通

の
認
識
を
有
す
る
。な
お
、こ
の「
歴
史
主
義
」の
諸
相
を
考
察
し
た
シ
ュ

ネ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
の
次
の
研
究
は
、
従
来
曖
昧
な「
歴
史
主
義
」
概
念

を
明
確
に
し
た
点
で
、こ
の
分
野
の
優
れ
た
先
行
研
究
で
あ
る
。
但
し
、

本
書
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
歴
史
主
義
と
の
関
係
に
は
十
分
立
ち
入
っ
て

お
ら
ず
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
主
義
克
服
の
試
み
に
対
す
る
検
討
も
不

十
分
で
あ
る
。V

gl. Schnädelbach, G
eschichtsphilosophie nach 

H
egel:D

ie Problem
e des H

istorism
us, K

arl A
lber 1974. 

そ
の

主
要
な
理
由
は
、
本
書
刊
行
時
に
ド
イ
ツ
語
版
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
の
刊

行
が
第
一
六
巻
ま
で
で
、「
デ
ィ
ル
タ
イ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た『
精
神
科
学
序
説　

第
二
巻
』
遺
稿
の
刊
行（
一
九
八
二
）

以
前
の
文
献
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

（
13
） 

他
方
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
的
叙
述
に
関
す
る
論
考
だ
け
を
考

慮
し
た
伝
統
的
な
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
は
、
彼
を
歴
史
家
と
見
な
す
解
釈

も
根
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、「
デ
ィ
ル
タ
イ
は
哲
学

者
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
歴
史
家
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。

V
gl. H

einrich R
ickert, D

ie Philosophie des lebens, Tübingen 
1920, S.46.

（
14
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
に
お
け
る「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

の
射
程

に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
参
考
に
な
る
。V

gl. H
ans-U

lrich 
Lessing,W

ilhelm
 D

iltheys “Einleitung in die G
eistesw

issen-
schaften ” D

arm
stadt 2001. Frithjof R

odi,D
iltheys K

ritik der 
historischen Vernunft-Program

m
 oder System

?, in: D
as struk-

turierte G
anze, G

öttingen 2003, S.36-65.
（
15
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
者
の
間
で
は
、
こ
の「
変
化
」
に
つ
い
て
デ
ィ

ル
タ
イ
が
心
理
学
的
立
場
を
棄
て
解
釈
学
の
立
場
に
変
わ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
解
釈
学
の
立
場
に
移
行
し
て
も
心
理
学
的
な
要
素
を
残
し
て



二
九

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

い
る
と
す
る
見
解
を
取
る
か
に
つ
い
て
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
。

（
16
） V

gl. G
S:X

IX
 X

X
X

X
-X

LI.

（
17
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
明
ら
か
に
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
相

違
は
、
二
種
類
の
対
象
を
区
別
す
る
こ
と
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
。
自
然
的
対
象
と
精
神
的
対
象
と
の
相
違
等
の
よ
う
な
も
の
は
存

在
し
な
い
」（G

S:V
 248

）
と
明
言
し
た
。
日
本
の
哲
学
史
受
容
の
過

程
で
、
新
カ
ン
ト
学
派
、
特
に
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
や
リ
ッ
カ
ー
ト
の

影
響
下
で
ド
イ
ツ
哲
学
を
移
入
し
た「
偏
向
し
た
哲
学
及
び
哲
学
史
解

釈
」
が
定
着
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
め
、
こ
う
し
た
誤
っ
た
通
説
が
一
般

化
し
た
。

（
18
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
に
対
す
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
影
響
は
、

一
八
九
〇
年
代
ま
で
の
心
理
学
的
諸
論
考
に
見
ら
れ
る
。V

gl.
H

ans-U
lrich Lessing,D

ilthey und Johannes M
üller.Von der 

Sinnesphysiologie zur deskriptiven Psychologie,in:M
.W

agner 
und B

.W
arig-Schm

idt(H
rsg.), Johaness M

üller und die 
Philosophie, B

erlin 1992.

（
19
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
と
ヒ
ス
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
場
合
、
デ
ィ
ル

タ
イ
に
対
す
る
バ
ッ
ハ
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な

お
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
在
職
中
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ヒ
ス
に
対
す
る
関

心
に
つ
い
て
父
親
及
び
友
人
宛
の
書
簡
で
言
及
し
て
い
る
。V

gl.G
. 

K
ühne-B

ertram
 und H

.-U
.Lessing

（H
rsg.

）, W
ilhelm

 D
ilthey 

Briefw
echsel, B

and I:1852-1882. G
öttingen 2011, S.404-405. 

428f.

（
20
） 

田
辺
に
よ
る
カ
ン
ト
の
二
律
背
反
の
解
決
方
法
と
し
て「
平
和
的

解
決
」
を
提
唱
し
た
点
は
、
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
史
か
ら
見
て
も
興
味

深
い
。
田
辺
自
身
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
を
克
服
す
る
た
め
に「
平

和
的
解
決
」
と
い
う
法
的
・
政
治
的
意
味
を
考
慮
し
て
、『
永
遠
平
和

の
た
め
に
』（Zum

 ewigen Frieden,1795

）
を
想
起
さ
せ
る
表
現
を

使
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
日
本
の
カ
ン
ト
哲
学
の
研
究

史
で
も
、
一
時
期『
純
粋
理
性
批
判
』に
お
け
る「
理
性
の
法
廷
」や「
永

遠
平
和
」
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
二
律
背
反
の
解
決
を
試
み
る
傾
向
が

目
立
っ
た
。
こ
の
意
味
で
も
、「
カ
ン
ト
の
目
的
論
」
に
限
ら
ず
、
田

辺
哲
学
は「
哲
学
史
研
究
」
に
多
く
の
思
索
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
宝
庫

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
21
） 

生
と
思
考
と
の
関
係
に
つ
い
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
理
性
的
思
考

の
制
限
を
強
調
す
る
見
解
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
思

考
は
生
の
う
ち
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
生
そ
れ
自
身
の
背
後
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
生
は
思
考
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
究
め
難
く
、
生
は

思
考
そ
れ
自
身
が
そ
こ
で
現
れ
る
事
実
で
あ
る
」（G

S:X
IX

 347

「
生

と
認
識
」）。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

三
〇

（
22
） 
音
楽
に
よ
る
共
同
性
へ
の
影
響
力
は
、
文
化
人
類
学
や
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
研
究
の
領
域
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
宗
教
的
体
験

や
共
同
体
的
感
覚
と
音
楽
と
の
関
係
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
に
限
ら

ず
宗
教
儀
式
に
お
け
る
讃
美
歌
・
読
経
・
念
仏
等
の
役
割
と
の
関
係
を

含
め
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
因
み
に
、
田
辺
の「
実
存
協
同
」
と
の

関
係
か
ら
補
足
す
れ
ば
、
生
者
と
死
者
と
の
関
係
は
、
同
時
に
生
者
相

互
の
媒
介
的
関
係
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
費
や
す
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。

（
23
）  

田
辺
と
同
様
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
音
楽
を
聴
く
こ
と
は
行
為
で

あ
る
と
看
破
し
た
。「
音
楽
と
宗
教
と
は
最
も
親
密
な
姉
妹
で
あ
り
、

音
楽
を
聴
く
こ
と
は
、
音
楽
が
真
の
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
宗
教
的

行
為
で
あ
る
」。V

gl. D
er junge D

ilthey, zusam
m

engestellt von 
C

lara M
isch, Leipzig und B

erlin 1933,S.9.

（
24
） 

筆
者
は
、
論
文「
時
間
図
式
か
ら
世
界
図
式
へ
」
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
。
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
存
在
の
時
間
性
の
重
要
性
と
共

に
、
現
存
在
を
規
定
す
る
世
界
の
歴
史
的
構
造
の
重
要
性
を
明
確
化
し

た
。「
図
式
時
間
か
ら
図
式
世
界
」で
は
、「
図
式（
世
界
）は
こ
の
意
味

で
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
社
会
的
現
実
の
純
粋
形
成
を
意
味
す
る
」と
述
べ
、

そ
れ
を「〈
生
〉の
純
粋
形
成
と
い
っ
て
も
よ
い
」（
六
：
四
十
八
）と
主

張
し
た
。
こ
の
世
界
の
構
造
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
用
語
法
で
言
え
ば
、

歴
史
的
存
在
の
作
用
連
関
に
相
当
す
る
。
但
し
、
こ
の
論
考
の「
世
界

図
式
」
に
お
け
る
時
間
・
空
間
論
と
最
晩
年
の
歴
史
主
義
的
立
場
か
ら

の
時
間
・
空
間
論
を
同
義
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
は
解

釈
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
25
） M

artin H
eidegger, Sein und Zeit, 12.A

ufl., Tübingen 
1972, S.247.

（
26
） 

特
に
新
カ
ン
ト
学
派
に
よ
る「
非
合
理
的
で
有
機
体
論
的
な
生

の
哲
学
者
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
に
負
の
影
響
を

与
え
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル『
厳
密
な
学
と
し
て
の
哲
学
』（
一
九
一
一
）
に

よ
る
心
理
主
義
や
相
対
主
義
と
い
う
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
も
、
日
本
の

哲
学
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、『
生
の
哲
学
』

（
一
九
二
〇
）
の
中
で
生
の
哲
学
を
流
行
思
想
と
み
な
し
、
デ
ィ
ル
タ

イ
の
生
の
哲
学
は
生
物
学
主
義
で
あ
る
と
断
じ
た
。V

gl. H
einrich 

R
ickert, D

ie Philosophie des lebens, Tübingen 1920, S.46. 

デ
ィ
ル
タ
イ
の「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
三
木
清

も
、
同
じ
誤
り
に
陥
っ
た
。『
三
木
清
全
集
』
岩
波
書
店
、
第
六
巻
、

五
七
頁
以
下
参
照
。

（
27
） V

gl.  Ernst　

W
. O

rth und John M
. K

rois　

(H
rsg.), Ernst 

C
assirer, Sym

bol, Technik, Sprache, Aufsätze aus den Jahren 
1927-1933. Felix M

einer 1985.

『
シ
ン
ボ
ル
・
技
術
・
言
語
』（
篠



三
一

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

木
芳
夫・高
野
敏
行
訳
、法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
九
年
）所
収
の
ジ
ョ

ン
・
ク
ロ
イ
ス
執
筆
の
序
論（
本
訳
書
、
一
二
頁
）を
参
照
。

（
28
） 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
こ
の
思
想
傾
向
は
、『
形
而
上
学
の
根
本

諸
概
念
』（
一
九
二
九
／
三
十
）第
四
五
節
以
下
の
生
物
学
及
び
生
物
に

対
す
る
論
述
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。特
に
四
六
節
以
後
の
論
述
を
参
照
。

（
29
） 

宗
教
的
体
験
と
そ
の
理
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、

絶
筆「
宗
教
の
問
題
」（
一
九
一
一
）
に
お
け
る
最
後
の
部
分
で
も
模
索

し
て
い
た（G

S:V
I 304f.

）。

（
30
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
時
間
と
体
験
と
の
関
係
及
び
彼
と
ベ
ル

ク
ソ
ン
と
の
微
妙
な「
ズ
レ
」に
つ
い
て
は
、次
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。

V
gl.R

udolf A
. M

akkreel, D
ilthey:Philosoph der G

eistesw
is-

senschaften. Ü
bers.von B

abara M
. K

ehn.Frankfurt am
 M

ain 
1991.S.436-439.

（
31
） V

gl.a.a.O
.,S.437.

（
32
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
歴
史
理
解
に
と
っ
て「
世
代（G

eneration
）」

概
念
の
重
要
性
に
触
れ
て
い
る
。「
筆
者﹇
デ
ィ
ル
タ
イ
﹈は
、
世
代
と

い
う
歴
史
的
概
念
及
び
こ
の
概
念
と
関
連
す
る
概
念
を﹇『
体
験
と
創

作
』所
収
の
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
論
文（
一
八
六
五
年
執
筆
）や『
シ
ュ
ラ
ー

ア
ー
マ
ッ
ハ
―
の
生
涯
』第
一
巻
等
で
﹈展
開
し
た
。「
歴
史
的
連
続
性
」

「
歴
史
的
運
動
」「
世
代
」「
時
代
」「
時
期
」等
の
概
念
の
詳
細
な
規
定
は
、

精
神
科
学
の
構
成
の
叙
述
の
な
か
で
初
め
て
可
能
と
な
る
」。（G

S:V
II 

177,A
nm

.

）

（
33
） 

文
脈
が
異
な
る
が
、
筆
者
の
指
摘
と
一
部
重
な
る
田
辺
批
判
に

は
、
次
の
下
村
説
が
あ
る
。「
博
士
の
歴
史
の
概
念
の
核
心
は﹇
…
﹈消

滅
・
創
造
の
面
の
み
が
強
調
せ
ら
れ
、
い
わ
ば
微
視
的
な
歴
史
で
あ
っ

て
巨
視
的
で
な
く
、
歴
史
的
過
程
や
持
続
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
。﹇
…
﹈
の
み
な
ら
ず
持
続
性
の
根
拠
も
簡
単
に
は
見
出
し
難
い
。

そ
れ
故
、
数
学
の
歴
史
主
義
が
強
調
さ
れ
て
も
そ
の
歴
史
性
は「
瞬
間

的
」
な
も
の
で
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
持
続
性
の
な
い
歴

史
は
歴
史
で
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
主
義
的
と
言
わ
れ
る
位
相

学（
ト
ポ
ロ
ギ
ー
）の
構
造
も
瞬
間
性
に
対
応
す
る
側
面
に
傾
く
。﹇
…
﹈

種
の
論
理
は
も
っ
ぱ
ら
個
人
と
社
会
と
の
否
定
媒
介
を
核
心
と
す
る
論

理
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
瞬
間
と
持
続
に
対
応
す
る
も
の
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
は
未
だ
歴
史
の
論
理
と
し
て
十
分
で
あ
ろ
う
か
。」（『
下
村
寅
太
郎

著
作
集
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
第
一
二
巻「
田
邊
哲
学
に
お

け
る
数
理
哲
学
の
地
位
に
つ
い
て
」四
〇
八
頁
）。

（
34
） 

田
辺
の「
い
わ
ゆ
る
」
の
狙
い
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま

れ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
①「
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
」、「
哲
学
史

の
常
識
と
し
て
」
と
い
う
意
味
。
②
生
前
の
西
田
幾
多
郎
ら
に
よ
る
推

薦
の
辞
付
き
で『
デ
ィ
ル
タ
イ
著
作
集
』（
創
元
社
）が
一
九
四
六
年（
昭



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

三
二

和
二
一
年
）に
第
一
回
配
本『
歴
史
的
理
性
批
判
』と
し
て
刊
行
さ
れ
た

点
を
踏
ま
え
て
い
る
。③
田
辺
は
、デ
ィ
ル
タ
イ
の『
歴
史
的
理
性
批
判
』

構
想
を
自
身
の
立
場
に
引
き
付
け
重
ね
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
絶
対
批

判
の
立
場
か
ら
固
有
の
再
構
成
を
試
み
た
。
④
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ

の「
歴
史
的
理
性
批
判
」か
ら「
距
離
」を
取
り
つ
つ
、
そ
れ
を
自
身
の

思
索
に
巻
き
込
む「
ズ
レ
」を
象
徴
す
る「
渦
動
」の
機
能
を
表
現
し
た
。

（
35
） 

両
哲
学
者
と
も「
象
徴（Sym

bol

）」
及
び「
ア
ナ
ロ
ギ
―

（A
nalogie

）」を
多
用
し
て
お
り
、
田
辺
の
表
現
で
は「
比
論
」、
デ
ィ

ル
タ
イ
の
表
現
で
は「
類
推
推
理
」の
検
討
が
肝
要
と
な
る
。


